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nり
 

り
 

て
よ
ラ
非
茅
膨
む
け

で
f
 締
赫
づ
く
り
レ
 

「
 

広報かなぎ（2) 

押
青

森

県

植
樹

祭
 

夢
三

I
.1
1
H汀
糾

会
発
 

金
木
町

運
動
公

園
で
開
催
 

木村知事と一緒に 
オオヤマザクラを植樹した 

喜良市小緑の少年団員 

く
わ
と
ス
コ
ッ
プ
を
使
い
 

植
樹
を
す
る
鳴
海
町
長
と
 

少
年
団
員
た
ち
 

「緑がいっぱい 
増えますように」 

(
 

「育
て
よ
う
 
未
来
に
む
け
て

の
 
森
林
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に

第
五
十
一
回
青
森
県
植
樹
祭
が
金

木
町
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
 

県
植
樹
祭
が
当
町
で
開
催
さ
れ

る
の
は
今
回
が
初
め
て
で
、
県
内

の
林
業
関
係
者
、
緑
の
少
年
団
員

ら
約
九
百
人
が
参
加
し
、
郷
土
の

緑
化
推
進
に
努
め
ま
し
た
。
 

野
球
場
で
開
か
れ
た
式
典
で
は
、
 

主
催
者
を
代
表
し
て
県
緑
化
推
進

委
員
会
の
小
笠
原
恭
裕
理
事
長
と

鳴
海
町
長
が
あ
い
さ
つ
。
緑
の
少

年
団
百
六
十
四
人
が
声
を
合
わ
せ
 

「緑
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
」
 

と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
た
の
に
続

き
、
木
村
知
事
が

「金
木
町
は
運

動
公
園
や
大
倉
岳
な
ど
自
然
が
豊

か
で
景
色
も
素
晴
ら
し
い
。
皆
さ

ん
の
手
で
植
樹
を
進
め
、
何
十
年

先
ま
で
も
花
と
緑
が
豊
か
な
青
森
 

(
 
 

県
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
」
と
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
出
席
者
全
員
に
よ
る

記
念
植
樹
で
は
、
木
村
知
事
や
鳴

海
町
長
ら
が
少
年
団
員
と
一
緒
に

ヒ
バ
や
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
九

種
、
四
百
六
十
五
本
の
苗
木
を
公

園
内
に
植
え
ま
し
た
。
 

ま
た
式
典
の
席
上
、
緑
化
推
進

に
尽
力
し
た
方
々
の
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

町
内
の
表
彰
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
 

◆
緑
化
功
労
者
 

其
田
瞬
蔵
（
川
倉
）
 

◆
青
森
県
民
有
林
造
林

・
保
育

コ
ン
ク
ー
ル

〈保
育
の
部
〉
 

第
二
位
 
松
川
清
治

（
嘉
瀬）
 

◆
青
森
県
学
校
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル

第

一
位
 
嘉
瀬
小
学
校
 

◆
活
動
優
良
緑
の
幼
・
少
年
団

喜
良
市
小
学
校
 



米
谷
 
哲

さ
ん
 
瓢
 

青
森
林
友
記
者
賞
受
賞
 

五
月
十
九
日
、
青
森
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

（
青森
市
）
で
開
催

さ
れ
た
国
有
林
野
事
業
職

員
定
期
表
彰
式
で
、
喜
良
市
共
用
林

野
組
合
長
の
米
谷
哲
さ
ん
が
青
森
林
友
記
者
賞
を
受
賞
し

ま
し

た
。
 

こ
の
賞
は
、
東
北
森
林
管
理
局
青
森
分
局
管
内
（
青
森

・
岩

手
・
宮
城
県

下
）
の
林
業
に
た
ず
さ
わ

る
方
や
山
火

事
防
止
、
 

緑
化
に
協
力
さ
れ

た
方
々
に
、
青
森
林
友
記
者
会
か
ら
贈
ら
れ

る
も
の
で
、
米
谷
さ
ん
は
山
火
事
防
止

の
看
板
設
置
や
巡
視
員

の
配
置
、
入
林
者
に
対
す
る
P
R
活
動
な
ど
に
長
年
に
わ
た
り

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

米
谷
さ
ん
は
 
「こ
の
受
賞
を
励
み
に
今
後
も
山
火
事
防
止
と

山
林
の
美
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 米谷 哲さん（喜良市） 

一
 

米
谷
 
哲
殿

占
り
た
呈
亡告
レ
に
リm
右
井
り

繰
年
震
に
努
す
‘
ど
ど・
証

管
什
る
山
火
事
曲
女
撃
に

椅
召
気
り
皿
み
置
の
を
り
 

ほ
諮
詳
）
気
叱
脅
鼻
（
 

土
記
者
会
賞
》
論
工
‘
土
ず
 

記念植樹や合唱で大活躍した

少年団員の皆さん 

叫
．?
(”
融
」」
露
麟
、gJに
 

ト
嘉
瀬
小
学
校
緑
の
少
年
団
 

A県学校緑化コンクール
第1位の表彰を受ける
横演嘉瀬小学校長 

義 

彰 

(3）広報かなぎ 

▲緑化功労賞を受賞し、 
木村知事から表彰状を
受け取る其田瞬蔵さん 

A活動優良少年団に選ばれた 
喜良市小学校 

（代表 野宮大喜くん） 
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A木下会長の講話に聞き入る生徒たち 

き
 

広報かなぎ（4) 

朝
野
球
開
幕
 

ト
園
児
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
金
木
高
生
 

金
木
町
朝
野
球
協
会

（
理
事長
 

H
藤
元
昭
逸
）
主
催
の
平
成
十
一
】
 

年
度
朝
野
球
選
手
権
大
会
が
五
月

二
十
一
日
早
朝
、
町
運
動
公
園
野

球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

開
会
式
で
は
、
前
年
度
A
級
優

勝
の
c
T
I
Y
且
と
B
級
優
勝
の

藤
枝
太
陽
ク
ラ
ブ
が
そ
れ
ぞ
れ
優

勝
旗
を
返
還
し
た
の
に
続
き
、
角

田
助
役
が

「
け
がの
な
い
よ
う
に

元
気
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
顧
問
の
中
谷
照
蔵
教

育
長
が
選
手
ら
を
激
励
し
ま
し
た
。
 

最
後
に
、
前
年
度
A
級
優
勝
チ

ー
 

ム
c
I
T
Yn
の
石
戸
谷
貞
助
主
 

金
木
高
等
学
校
の
二
年
生
八
十

三
人
が
六
月
十
二
日
か
ら
十
四
日

ま
で
の
三
日
間
、
町
内
外
三
十
一

か
所
の
企
業
で
 
「イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
 

こ
の
 
「イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
 

は
、
就
業
体
験
を
通
し
て
今
後
の

学
習
と
進
路
を
考
え
る
き
っ
か
け

に
し
て
も
ら
い
、
勤
労
に
対
す
る

意
識
を
高
め
る
た
め
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
 

(
 

将
が
「
正
々
堂
々
と
プ
レ
ー
し
ま

す
」
と
力
強
く
選
手
宣
誓
を
し
ま

し
た
。
 

こ
の
後
行
わ
れ
た
開
幕
試
合
は
、
 

抽
選
に
よ
り
金
木
町
役
場
と
エ
ン

ジ
ェ
ル
ス
が
対
戦
。
選
手
ら
は
、
 

す
が
す
が
し
い
朝
の
空
気
に
包
ま

れ
な
が
ら
白
球
を
追
い
か
け
、
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
 

今
大
会
に
は
、
全
十
ニ
チ

ー
ム

二
百
二
十
七
人
の
選
手
が
参
加
し
、
 

A
級
六
チ
ー
ム
、
B
級
六
チ

ー
ム

に
分
か
れ
て
リ
ー
グ
戦
で
試
合
を

行
い
、
七
月
末
ま
で
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
す
。
 

二
、
三
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
た
生
徒
た
ち
は
、
町
内
外
の
観

光
施
設
や
販
売
店
、
福
祉
施
設
な

ど
の
職
場
に
出
向
い
て
、
担
当
者

か
ら
職
場
の
概
要
や
注
意
事
項
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
実
務

作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
 

第
二
保
育
所
で
保
育
を
体
験
し

た
三
上
菜
保
美
さ
ん
は
 
「肉
体
的

に
き
つ
い
け
ど
楽
し
い
仕
事
。
実

際
に
保
育
を
し
て
み
て
、
以
前
よ

り
保
育
士
に
対
す
る
希
望
が
強
く

な
り
ま
し
た
」
と
感
想
を
話
し
て

い
ま
し
た
。
 

金
木
中
学
校
（
校
長
H
矢
田
信

昭
）
の
二
年
生
八
十
一
名
が
六
月

六
日
、
太
宰
治
記
念
館
「
斜
陽
館
」
 

で
ふ
る
さ
と
体
験
学
習
を
行
い
ま

し
た
。
 

こ
の
体
験
学
習
は
、
郷
土
の
作

家
太
宰
治
に
つ
い
て
生
徒
そ
れ
ぞ

れ
が
テ
ー
マ
を
持
ち
、
講
話
を
聞

い
た
り
、
生
家
を
見
学
す
る
体
験

学
習
を
通
し
て
太
宰
に
つ
い
て
深

く
学
び
、
考
え
る
力
を
養
っ
て
も

ら
お
う
と
昨
年
に
引
き
続
き
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。
 

講
話
で
は
、
木
下
巽
太
宰
会
会

長
が
太
宰
作
品
の
本
質
や
魅
力
、
 

(
 

ま
た
太
宰
文
学
の
原
点
と
は
何
か

に
つ
い
て
金
木
中
の
生
徒
た
ち
の

読
書
感
想
文
を
取
り
上
げ
な
が
ら

語
り
ま
し
た
。
生
徒
ら
は
各
自
の

テ
ー
マ
を
ま
と
め
る
た
め
、
熱
心

に
聞
き
入
り
、
太
宰
文
学
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
生

徒
た
ち
か
ら

「桜
桃
忌
の
由
来
は

何
で
す
か
」
 
「太
宰
が
小
説
を
書

き
始
め
た
の
は
い
つ
ご
ろ
で
す
か
」
 

と
次
々
に
質
問
が
挙
げ
ら
れ
、
木

下
会
長
の
答
え
に
メ
モ
を
と
り
な

が
ら
学
ん
で
い
ま
し
た
。
 

▲選手宣誓するClTY 且の石戸谷主将 

金
木
高
校
ニ
年
生
 就

業
体
験
 



難
 
米
作
り
の

大
変
さ
学
ぶ
 

細
 田
植
え
体

験
 

'
 

嘉
瀬
小
学
校

（
校
長H
横
演
盛
 
で

す
。
 

喜良市小学校 

昭
）
の
五
年
生
二
十
九
人
が
五
月

二
十
四
日
、
嘉
瀬
古
町
バ
イ
パ
ス

近
く
の
水
田
三
ア
ー
ル
に
ゆ
め
あ

か
り
と
ユ
キ
ミ
モ
チ
の
苗
を
植
え

ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
北
農
業
生
産
対
策
推

進
本
部
に
よ
る
「
わ
ん
ぱ
く
少
年
 

・

少
女
食
農
体
験
」
の
事
業
で
実

施
さ
れ
、
稲
の
成
育
の
仕
方
や
稲

作
に
従
事
し
て
い
る
人
た
ち
の
工

夫
や
努
力
を
実
際
に
体
験
し
て
学

ん
で
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
 

児
童
た
ち
は
ま
ず
、
金
木
地
域

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
職
員
か

ら
イ
ネ
の
品
種
や
育
ち
方
、
米
作

り
の
作
業
の
説
明
を
受
け
、
金
津

栄
P
T
A
会
長
か
ら
苗
の
植
え
方

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
職
員
や

父
兄
の
方
々
へ
 
「米
作
り
の
大
変

さ
を
体
験
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
 

と
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
 

裸
足
に
な
り
初
め
て
入
る
田
ん

ぽ
で
足
を
と
ら
れ
て
尻
も
ち
を
つ

く
な
ど
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
 

校
長
先
生
か
ら

「苗
が
立
派
に
育

つ
よ
う
に
心
を
こ
め
て
植
え
る
よ

う
に
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
、
丁
寧

に
一
株
一
株
、
苗
を
植
え
て
い
ま

し
た
。
 

ま
た
、
喜
良
市
小
学
校
（
校
長
 

H
小
田
川
修
三
）
の
五
年
生
十
四

名
も
五
月
二
十
六
日
、
体
育
館
横

の
学
校
田
で
田
植
え
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
 

児
童
た
ち
は
、
父
兄
の
協
力
に

よ
り
植
え
る
本
数
や
深
さ
な
ど
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
手
植
え
に
初
 

どろの長ぐつ 

挑
戦
。
 「
手付
き
が
い
い
ね
」
と

誉
め
ら
れ
る
児
童
も
い
ま
し
た
。
 

児
童
ら
に
ま
ざ
っ
て
先
生
や
父
母

ら
も
裸
足
に
な
り
田
植
え
を
楽
し

み
、
作
業
後
は
全
員
で
豊
作
祈
願

を
し
て
秋
の
収
穫
に
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
し
た
。
 

両
校
の
児
童
た
ち
は
今
後
、
定

期
的
に
苗
の
観
察
を
続
け
、
収
穫

後
に
は
も
ち
つ
き
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
 

ト
中
谷
教
育
長
に
義
援
金
を

手
渡
す
子
ど
も
た
ち
 

‘
道
行
く
人
に
チ
ラ
シ
を
配
り

声
を
掛
け
る
 

「有
珠
山
噴
火
で
学
校
に
行
け

な
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
役
に

立
ち
た
い
」
と
嘉
瀬
小
学
校
の
児

童
た
ち
が
協
力
し
、
有
珠
山
火
山

活
動
災
害
義
援
金
を
集
め
て
日
本

赤
十
字
社
に
送
り
ま
し
た
。
 

児
童
会

（
全児
童
数
廿
百
五
十

四
人
）
が
中
心
と
な
り
活
動
し
、
 

集
ま
っ
た
義
援
金

（
一
六
、三
五

七
円
）
を
持
っ
た
代
表
者
三
名
が

五
月
二
十
九
日
に
役
場
を
訪
れ
ま

し
た
。
中
谷
教
育
長
に
手
渡
さ
れ

た
義
援
金
は
、
町
を
通
じ
日
本
赤

十
字
青
森
県
支
部
に
送
ら
れ
ま
し

た
。
 

こ
 
み
 
ゼ
ロ
 

5
3
0運
動
 

「五
三
〇
（
ごみ
ゼ
ロ
）」
 
にち

な
ん
で
、
五
月
三
十
日
に
金
木
町

消
費
者
協
会
（
会長
H
福
山
初
枝
）
 

の
会
員
八
名
が
ご
み
の
減
量
化
運

動
を
行
い
ま
し
た
。
 

会
員
た
ち
は
、
観
光
物
産
館
や

斜
陽
館
前
な
ど
で
通
行
中
の
町
民

や
観
光
客
の
方
た
ち
に
 「
ごみ
の

減
量
化
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
」
 

と
呼
び
掛
け
、
チ
ラ
シ
と
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
を
配
り
ま
し
た
。
 

ー

有
珠
山
周
辺
の
子
ど

も
た
ち
へ
  

嘉
瀬
小

学
校
が

義
援
金
送

る
ー
 

▲泥だらけになりながら頑張っている児童たち 

A自分の名前を書いた立札を目印に植えました 

(5）広報かなぎ 


